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2 Ha- 1 衣服およびその生地に対する評定の再現性の検討

○劉　 敬淑・　 福井　 典代‥　 藤原　 康晴‥

（・韓国 群山大，‥鳴門教育大）

〈目的〉自分の性向や能力などを測定する自己評価尺度が新たに構成されたとき，再検査
法によってその尺度の信頼性が検討されている。この再検査法は同じ評定者を対象に同じ
尺度を用い，一定期間を置いて再検査する方法であり，その１回目と２回目の評定値の相

関係数が信頼性の指標として用いられている。著者らは，この再検査法を服装を刺激とし
た評定に適用し，全評定者の平均的な評定値を用いて測定尺度別に評定の再現性を求める

とともに，各評定者別の評定値を用いて各評定者の評定の再現性を検討している。前報で
は，服装写真，色紙を刺激として用いて評定の再現性を測定して報告したが，本報では，
実際の衣服，その衣服の生地を刺激として用い，評定の再現性を検討した。

〈方法〉平成10年12月，韓国群山大学2,    3年女子学生93名を対象に，ワンピース２種，
セーター，ツーピース，生地２種（たて18.5cinx よこ17.5ci ）を刺激として提示し，15の
評定尺度を用いて測定した。衣服は人台に着用させた状態で評定し，生地は手で触りなが

ら評定するように指示した。測定は同じ方法で一週間の間隔を置いて実施し，それらの測
定では，刺激の提示順序を変えて行った。
〈結果〉２回の評定値に対して各評定者別に相関係数（ｒ）を求めたところ-0.12～0.89
の範囲にあり，その平均値は0.63であった。次に，各尺度別のｒを算出した結果, 0.30

（すっきりした／ごてごてした）から0.56（しやれた／やぼったい，好き／きらい）の範囲と
なり，その平均値は0.39であった。全評定者を再現性の良否（r の大小）によって３グル

ープに分け，各刺激別，各評定尺度別に３グループの評定平均値を求め，グループ間の違
いを分析した結果, 90  （6刺激×15 尺度）の評定平均値のうちの24% に違いが認められた。

2 Ha-2 女子学生の高齢時に対する
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目的　 高齢社会に即応し、若年者、中年者、高年者それぞれの視点からみた高齢者の服
装に関する研究は昨年の大会までに様々なテーマで発表されている。これらの発表では高
年女性にふさわしい服装のイメージや、評価の高い色などは各年代で異なる傾向にあるよ
うであった。そこで、本研究は女子学生の服装観に着目し、彼女らの現在の服装観が自ら
イメージする高齢時の服装観にどのように関わるか検討を試みることにした。

方法　調査は質問紙法により、大学・短大に在籍する390 名の女子学生を対象に1998
年９月から10 月にかけて ２回実施した。１回目の質問紙の内容は、高齢者像、高齢者と
の同居経験などを問う項目に加え、現在の服装や好みのシルエヅトを含めたファッション
に関する項目を扱った。そして、２ 回目は自らの高齢時を想定しながら、服装に関する同
項目を回答してもらうため、初回の調査が影響を与えないように２週間後に実施した。回
答方法は選択肢と記述を併用した。調査結果は単純集計とクロス集計でまとめ、χ'検定、
残差分析により検定した。

結果　 女子学生の現在の服装観と高齢時に対する服装のイメージについては相違がみ
られた。好みの服装の色については学生は黒、グレー、青の順で答え、高齢時にはグレー、
黒、茶系、ベージュと答えていた。これらの順位は前後しているが、いずれも無彩色が優
位となる傾向が認められた。このような色選びには同居経験の有無も要因の １ つと考え
られる。また、ファッションに関してシルエットを重視すると答えた者と高齢時にそれを
重視しようとする者が好むワンピースのラインには相違があった。
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